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1• 本研究開始のいとぐち
昭和 42年春名古屋で開催された第 17回日本医学会総
会特別講演で「鈎虫の感染様式の研究」について発表し
た。この研究はわが国の鈎虫撲滅を目標とした研究の一
つであて群馬大学時代から始め，千葉大学時代にわたっ
ての約 15年間続けてきた研究であり， 理論と実践にそ
の主眼をおいた。
終戦直後わが国が米軍の占領下におかれた時，わが国
の医学は，ことに保健衛生の面において，強い批判がな
された。それは学会における研究水準の高度なるに反
勢千葉大学医学部農山村医学研究施設教授 
Professor of the Institute of Rural Medicine， 
School of Medicine，Chiba University，Chiba. 
1967年4月1日， 第 17回日本医学会総会特別講演
要旨 
The Summary of Scientific Lecture of the 17th 
General Assembly of the ]apan Medical Con-
gress. 
録 
3) 	 疫学研究調査成績 
① 	実験圃成績
②農業経済地帯別・生産特性別感染状
況 
③ 	性・年令別検討 
④ 	職業別検討 
⑤ 	農・非農別検討 
⑥ 	汚染環境への接触と鈎虫感染 
⑦ 	家族集積性の検討 
③ 二，三の環境指標と鈎虫感染
@再感染よりの検討 
4)	 考察 
5. 結論 

文献 

し，一般国民生活の保健衛生面での現状があまりに低か
ったからであった。
この原因の一つは研究と実践の遊離だとされた。それ
が動機となって，わが国医学教育の改革が画され，実験
室的衛生学講座に加えて，公衆衛生講座の誕生となっ
た。そして前橋医科大学(後の群大〉の衛生学教授だっ
た私は学内事情から新設の公衆衛生学教授に配置換えさ
れた。
当時の前橋医大の内科臨床外来を訪れる患者の中に
は，驚くべき多数の鈎虫患者が発見された。しかも内科
の七条教授の話によれば，氏が東大の外来で診療に従事
していた時には，鈎虫患者はほとんど見当たらなかった
のに，前橋では非常に多数の患者を見るとのことであっ
た。私の鈎虫疫学の研究はその時から開始された。
早速教室の 2名の助手に命じて，群馬県伊勢崎市近郊
の農村である旧中郷村(現在は伊勢崎市)の一部落の農
民 100名(老若男女を含めて)の鈎虫卵集卵浮遊法検
査による悉皆調査を実施した。その成績は驚くなかれ2
名を除いた 98名がことごとく鈎虫卵陽性者だ、った。か
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くして従来までの教科書で学んだ鈎虫症の観念を変えな
ければならなくなった。いわゆる鈎虫 Carrierの問題
がそれで、ある。病院を来訪し，病苦を訴える患者は，実
は氷山の一角に過ぎない0 ・その底辺には公衆衛生の対
象である多数の鈎虫 Carrier が存在していたのであ
る。 
2. 鈎虫感染経路の確立はなぜ必要だったか
人体に寄生する鈎虫，ことにわが国に広く蔓延してい
る鈎虫には二種類ある。一つは 1838年 Dubiniによっ
て発見された Anchylostoma属に属する Anchylos-
toma duodenaleであり，も一つは 1902年 Stilesによ
って発見された Necator属に属する Necatorameri-
canusである。
両者は生物学的にも，その形態・生理・人への病害性
等の差異が認められているが，とくに人に対する感染様
式についてはいまだ一定の見解に達していない。したが
って両種鈎虫の感染様式の究明は，寄生虫学研究の基礎
医学的立場からも，また公衆衛生学研究の応用医学的立
場からも必要とされていた。
鈎虫の人体感染様式は，始めは一般寄生虫のそれと同
じく，糞便汚染による経口的のものと考えられていた。
ところが 1898年 Loossによって経皮感染のjレートが発
見されて以来，学会では両種鈎虫感染様式の論争が激し
く展開されるようになった。宮川・横川学説もそれの一
つである。しかしこれが最後の究明はもはや個有宿主で
ある直接人体感染実験以外には，解決されない状態にお
かれた。
教室では水野助教授が中心となってほとんど教室の全
員がこれに参画して，約 100数例の人体感染実験を開始
した。
だが，実際農村に頻発している鈎虫の感染様式の確立
は，上述のような実験室的研究方法のみでは解きえな
い。そこで、最後にそれが裏付け研究として疫学的調査研
究を試みたので、ある。 
3. 生物学的にみた鈎虫感染様式の研究 
1)まえがき
鈎虫仔虫の宿主である人間への感染様式には三様が考
えられる。経口・経皮・胎盤感染がそれで、ある。だが実
際の公衆衛生の問題としては経口と経皮の両道の解明が
問題となってくる。両種鈎虫感染様式の決定もつまりは
ズピニ鈎虫 (A.d.)およびアメリカ鈎虫 (N.a.)両仔虫
は経皮感染と経口感染のどちらが生物学的主道であるか
を確立することに帰する。
従来までの人体感染実験の文献的考察の結論は，表 1
のごとくであって， A.d.は経口・経皮共に感染可能で、
あるが， N.a.は経皮的にのみ感染しえて，経口的には
ほとんど感染が成立しえないと報告されている。たた、し
このような報告は，投与仔虫数と感染成就成虫数につい
ての正確な検討がなされていなかったため，定性的結論
表1. 両種鈎虫別人体感染実験成功(+)・不成功(ー)一覧 
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の領域を出ていなかった。 
2 ) 生物学的研究方法，特に人体感染実験
犬鈎虫と人鈎虫を用いての，動物実験の方法では，個
有宿主と非個有宿主の関係の各種条件を追求することは
できる。だがとれでは人聞に伝播する両種鈎虫感染の実
相は解明できぬ。水野らは人体感染実験を通じて，単に
それが定性的研究だけでなくて，さらに定量的研究に成
功したのである。
人体感染実験に当たっては特に次の諸点，すなわち，
実験仔虫の吟味・投与仔虫数計算法・被験者の選定・長
期間観察・完全駆虫と完全採虫に留意した。
経口感染に当たっては，胃・十二指腸内に完全に投与
するようにして，口腔粘膜から仔虫が侵入する機会をな
くした。また投与された仔虫が胃内でどのような影響を
受けるものかも図 lにみられるようにあらかじめ種々の
濃度の人工胃液に浸して実験した。 
1∞ 
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経皮感染に当たっては，多くの先人が選んだ前時を用
いたが，主眼は実際農民が鈎虫に暴露される場所につい
て感染実験を試みた。皮膚侵入の条件としての水滴の存
在，水滴乾燥後の残存仔虫の運命などについても調査し
た。 
3 ) 人体感染実験実績 
① 経口感染の成績 
A.d.の経口感染実験は表 2に見るように投与仔虫数
に対する採取しえた成虫は非常に高い。空腹時投与群は
食後投与群より高い。各人の個人差は各自の体質，こと
に胃液酸度と関係している(図 1)。多量の水を投与す
ると，感染成就率は低下する。十二指腸に直接投与しで
も，高率に成虫になる。 
N.a.の経口感染問題は最も興味ある研究課題であ
る。表3のごとく予備条件として胃液酸度・食前食後投
与・添加水量などの条件を設定した。実際問題として表 
4では野菜に附着している N.a.仔虫がどのくらい経
口感染するかも実験してみた。
以上の経口感染実験を，両種鈎虫について試みると， 
A.d.の胃内投与は， 卜二指腸内投与も含めて，感染率
は非常に高く，それに反して N.a.は非常に小さい。
ただし実際生活においては食物に附着している N.a.仔
虫が，口腔内阻曙時に口腔粘膜を通じて感染することも
考慮しなければならない。 
② 経皮感染の成績 
A.d.は表5のごとく 25例の経皮感染実験を試みた。 
皮膚への侵入は多数見られたが，成虫になって回収され
た数は少ない。人の個体による感染成就率のばらつきも
比較的大きい。
表 2. ズビニ鈎虫経口感染実験 
!性No. 水量 cι年令 予備条件 投与仔虫数|採取成虫数 感染成就率%
合 
投与場所
9234 116100 79.3 
食 前 胃2 29 97 6850 70.1合 
3 28 106 40 37.7合 
食 後 胃4 33 100 48 48.0合 
15 35 780 4 36.4合 多量の水 日円ヨ 
分と共 l乙 6406 30 600 15.0合 
F同日 816 50.07 合 26 |会 17護| 
8 合 21 ラット植皮 16 15 93.8 
9 膚移 胃 12 。 。28♀ 
210 づ今 20.038 |十二指腸| 20 10 
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表 3. アメリカ鈎虫経口感染実験(胃・十二指腸内投与) 
No. 性 年 ρH、 予備条件 投与場所|水量 c.1投与仔虫数 採取成虫数 感染成就率%
合 34 100 88 。 。 
2 合 29 
食 前 胃 
50 109 。 。 
3 合 28 117 。 。 
4 合 33 
食 後 胃 
105 。 。 
5 合 26 1，400 1，258 0.08 
6 合 30 1，850 814 。 。 
7 ♀ 25 850 560 。 。 
8 ♀ 27 多量の水 匡同目 770 538 。 。 
9 合 23 分と共 lζ 1，180 888 。 。 
10 合 30 600 110 3 2.7 
1 ♀ 23 600 29 。 。 
12 合 24 600 30 。 。 
13 合 17 500 415 。 。 
14 合 17 500 524 。 。 
15 合 17 
人血清処理 胃 
478 。 。 
16 合 17 428 。 。 
17 合 36 600 395 2 0.5 
18 合 23 人脱繊維素 312 。 。 
19 合 24 血液処理
胃 
334 。 。 
20 合 27 1，500 401 。 。 
21 ♀ 28 500 651 。 。 
22 ♀ 24 人血球浮瀞 500 530 。 。 
23 合 23 液処 理
胃 
500 555 。 。 
24 合 27 500 511 0.2 
25 ♀ 25 500 65 。 。 
26 合 21 
ラット皮膚 
E同H 500 116 。 。
内 侵入 
27 合 21 500 202 。 。 
28 合 29 58 1.7 
29 合 24 フ ト 56 
。 。
ツ 
30 合 23 肺(48時循間環〉
胃 124 。 。 
31 ♀ 30 51 。 。 
32 ♀ 42 48 2.1 
33 合 20 十二指腸 129 。 。 
34 合 21 300 103 。 。
フ ツ ト E同自 
35 合 21 肺(96時循間環) 
295 。 。 
36 合 35 十二指腸 800 156 6 3.8 
37 合 25 F円目 178 。 。 
38 合 37 80 182 。 。 
39 合 36 40 142 。 。 
40 合 37 
十二指腸 
13 243 。 。 
41 合 23 15 25 。 。
402 柳沢利喜雄
表 4. アメリカ鈎虫経口感染実験
(仔虫の付着せる生野菜阻暢投与) 
No. I年 令|仔虫作用方法|作用仔虫数|回収仔虫数|回収皮鞘数|排出成虫数|感切戸 
2 
3 
4 
24 
23 
22 
21 
付着生野菜阻日爵 30秒 
り 23 
1/ 15 
1; 1 
157 
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92 
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再さ
嘱せ
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再き 
腕せ 
下る 
3 
4 
5 
8 
2。。。
1.9 
5.3 
5.4 
5.0 
1.4。。。
5 
6 
7 
8 
22 
24 
50 
53 
1/ 28 
1/ 27 
1; 29 
1/ 30 
138 
157 
178 
135 
12 
17 
21 
12 
2 
4 
6 
3 
表 5. ズビニ鈎虫経皮感染実験 表6. アメリカ鈎虫経皮感染実験 
実 験No. 侵入|回収|感
場 所 仔虫数成虫数成就率(
。 。106 
前 。 。2 82 
膜 。 。3 119 
内 。 。4 108 
面5 115 0.9 
6 121 5 4手 。 。597 。 。8 52 
背 。 。9 68 
10 。 。手 85 7 8.2 1 29 
12 71 25 35.2 
13 掌 。 。54 
。 。14 31手 。 。15 31 。 。16 20 
指 。 。17 12 
。 。18 13足 。 。19 73 。 。 20 24背 
。 。 21 45
足 。 。 5622 。 。4923 。 。24 33 
擁 。 。 25 39 
.1 
No. |喜善lEdlz虫zlL率(易
2 
前 
61 
74 
3 4.9。 。 
3 
4 
膜 
148 
116 
4 2.7。 。 
5 107 3 2.8 
6 内 124 18 14.5 
7 163 14 8.6 
8 
面 
112 6 5.3 
9 
手 
112 49 43.7 
10 
1 
67 
75 
7 10.4。 。 
12 背 117 12 10.2 
13 
手 
34 3 8.9 
14 35 23 65.6 
15 14 2 14.3 
16 指 19 3 15.8 
17 
18 
19 
足 
18 
98 
30 
5.5。 。。 。 
20 背 51 4 7.8 
21 53 。 。 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
足 
眠 
35 
39 
81 
30 
38 
31 
24 68.5。 。。 。 。 。。 。 。 。
総 数 1 1，882 I 175 9.4 
総 数 1，495 2.5I I 
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N.a.の経皮感染実験は表 6のごとく試みたがかなり
高い成功率を示している。 
③ N.a.鈎虫仔虫に関する経口感染の諸問題 
N.a.が経口的にはほとんど感染が成就しない事実に
かんがみ，表 3に示したごとく N.a.仔虫に各種条件
を与えて，感染実験を試みた。人血清処理仔虫・人脱繊
維素血液処理仔虫・人血球浮、砕液処理仔虫・ラット皮膚
内侵入仔虫・ラット肺循環仔虫 (48時間・ 96時間〉の
実験がそれである。以上により，人血清処理仔虫とラッ
ト皮膚内侵入仔虫は感染が成功しなかったが，人脱繊維
素血液と人血球浮激液仔虫，ラット循環仔虫は程度の差
こそあれ，感染が成功した。 N.a.仔虫感染能力を獲
得するには，血液成分のある部分および仔虫が肺循環す
ることの必要性がわかってきた。 
4) 考察
第 1:生物学的研究方法として，両種鈎虫の感染様式
の究明に，われわれは人体感染実験を採用した。これは
個有宿主に関する感染事実の追求にはもはやこれ以外の
方法では追求が不可能だったからである。
第 2:従来の文献的考察によれば，人体仔虫投与実験
では，その感染成就率の算出に，尿内虫卵数を用いてい
る。この方法は条件によって種々の変異をきたすため，
精確な推定ができがたい。
第 3:従来は投与仔虫数の計算に精確性を欠いてい
た。われわれの実験では，投与仔虫数の算定，皮膚内侵
入仔虫数・感染成就成虫数の算定には特に細心の注意を
払った。
第 4:両種鈎虫の感染様式を異にする人体感染能力の
確定に図 2のごとき整数比を算定し得た。
第 5:アメリカ鈎虫仔虫の経皮感染時における肺循環
の意義についてはある程度意義あることを確かめえた。 
A.d.経皮 
610 
N.a.経皮 
A.d.経口 
N.a.経口 11 
110 
.A.d. 
口 N.a
図 2. 両種鈎虫の人体感染能力(人体実験)
十二指腸内投与を除く 〔水野 1961J 
4. 疫学的にみた鈎虫感染様式の研究 
1)まえがき
水野らの両種鈎虫の人体感染実験の結果，感染成就率
は表 7のごとく A.d.の経口は 54.2%，N. a.の経皮は
それについで、 9.9%， A. d.の経皮は 2.9%であって， 
N.a.の経口はわずかに 0.08%であった。
表 7. 両種鈎虫の人体経口経皮感染成就率
(水野 1961) 
7よ土| A. d. N.a. 
I 54.2% 
経口感染 I (54:9)v 0.08%(O:O9) 
経皮感染 I 2.9% I 9.9% 
( )十二指腸内投与例を除いた場合の感染成就率
この事実はあくまで厳密な条件設定のもとに実施され
た実験的事実であって，これを直ちに複雑な実際生活に
おける両種鈎虫の感染様式と考えることはできない。野
外における事実の解明には実験室的研究に加えてさらに
疫学的調査研究を必要とする。 
2 ) 疫学的研究方法
われわれは 1962年から 1963年にかけて， A.d.鈎虫
だけについてであるが，長野県の山村で実験闘を作っ
て，野外感染実験を試めた。 そこでは 5家族 28名の協
力を得た。
疫学調査としては，静岡県の 16集落と鹿児島県の奄
美大島の与論島を選んだ。静岡県は農林省の農業経済地
帯別から地方都市・都市近郊農村・平地農村・山村別
に，生産特性区分では静岡県の街場・畑・水田・漁業・
茶畑区分を考慮し， 16集落を選定した。調査方法とし
て検便はセロファン厚層塗抹法 2枚値と，食塩水浮瀞 1
本値とポリチューブ鴻紙培養法 1本値を用いた。世帯調
査はアンケートおよびインタービュー調査によった。 
3) 疫学研究調査成績 
① 実験圃成績
実験圃の仔虫検出の影響要因としては，地中温度・気
温・土壌温度などである。畑への立入りは l人平均 12.8
困・最高 48固に及んだ。野菜摂取回数の合計は 105困，
生で食べた回数は 7回，漬物にして食べた回数も 7回だ
ったが，感染成就例は皆無だ、った。
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②農業経済地別帯・生産特性別感染状況 表 8. 職業別鈎虫陽性率
静岡県 16集落における農業地帯別・生産特性別陽性 静岡 16集落 1966 
率を検討すると， A.d.は山村に高く， その平均値は A. d. N.a. 
19.3%である。それに反し，地方都市・平地農村は低
い。 N.a.はそれに反し，都市近郊農村に高く，陽性率
は8.3%である。平地農村，山村に低い。 
③ 性・年令別検討
年令別を幼児・学童・成人・老人の 4群に分けて検討
すると，図 3のごとく回虫の陽性率に比較して両種鈎虫 
Nt- n i e '
JV
ω /
、AHS  aF As.(回虫) 
協位率・%
AU 
。

- - 目 険
，，，，， ・z 'N/
，
aF， ， ， ， a '  ， ， a '  
A.cl. 
計
10.9 3.6 
される。 
⑤ 汚染環境への接触と鈎虫感染
幼 
V~
学堂 成老
人人
14ロ リ 日
春田が東京都電々公社職員を土壌関係の有無職場別に
図 3. 年令別寄生虫卵陽性率
静岡 16集落 1966 
のそれは低い。年令増加に伴って陽性率は上昇してい
る。 A.d.は回虫と N.a.の中間にある。 N.a.は最も
低い。 A.d.とN.a.はよく傾向が似ている。ただ A.d.
は幼児・学童の感染は少ない。成人と老人では高い。 
N.a.も A.d.とその傾向は，ほぼ似ている。全地域
にわたって幼児・学童の陽性例を見ない。
両種鈎虫・回虫の累積陽性率を検討すると， A.d.は
回虫にその型が似ている。 N.a.は幼児に陽性者を見な
い。高淫浸事例での両種鈎虫の陽性率を比較すると，年
令別陽性率の上昇傾向はきわめてよく類似する。 N.a.
でも幼少年層の方へ感染が広がっている。 
④ 職業別検討
職業分類は，農業・農林業・山林労務と日雇労務・漁
業・家事・家内業・外勤・無職とした。表8に示すごと
く， A.d.，N.a.ともに農業因子の強いことがわかる
が，特に A.d.で山労と日雇が最高の 20.7%，次が農家
の家事業務が 17.7%と高い。農業・農林業もそれに次
いで高い。 N.a.では土壌汚染環境への出入頻度に関係
するのである。 
⑤ 農・非農別検討 
A.d.は専業農家に多い。特にそれが女子に著しい。
特に農と非農の差が大きい。両種ともに農業条件への関
連は深いが， A.d.における農業因子の強いことは注目
検討したところ， A.d.では土壌関係率は 36.2%だった
のに， N.a.では土壌関係率は謹かに高く 56.5%であっ 
Tこ。
吉野が千葉県の半農半漁村で調べたところ，表 9のご
とく農業者は N.a.が多く， 漁業者は全員 A.d.だけ
であった。
静岡県の調査では，表 10のごとく陽性者の大部分は
汚染環境出入者で占められていた。全く汚染環境への接
触のない者での A.d.感染者は 0.4%だけであり， また 
N.a.感染者も 1.0%あっただけである。 
⑦ 家族集積性の検討
家族内感染は A.d.に濃厚である。鈎虫陽性世帯に
おける両種鈎虫と回虫との年令別陽性率でみると， 
A.d.・N.a.ともに明らかに回虫と異なるが， 構成比で
みると， A.d.と回虫は近似し， N.a.と回虫は類似し
表 9. 漁村における生活型別両種鈎虫寄生比
(吉野 1959)
童話|農業|漁業|勤務者|学生|乳幼児|合計
性|男|女|男|女|男i女|男 1女|男|女|男|女 
A.d. 
N.a. 
22 9 
0 2 
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表 10. 汚染環境への接触と年令別鈎虫陽性率
静岡県 16集落
(幼 人 
農家および土木・日雇・山労・家庭菜| 141 231 322園等汚染環境へ立入りするもの | 
鈎 虫 陽 性 4 
422 
62 40 
1049 
185 。
197 
。
669 1440 
54 17者| 
陽 性
率 ω| 2.8 14.7 17.6 17.3 	 3.8 5.3 
ほとんど汚染環境へ立入りしない非農| 83 260 298 

家のもの | 
 。 。
19 
。
37 
。
97 
。
19 
鈎 虫 陽 J性 者| 	  3 
陽 性 率 (%) I 0.4 	 1.0 
ない。 塚田の調査による，両種鈎虫と回虫の家族集積性は， 
夫婦相互の鈎虫感染を陽性世帯のみについて検討する A.d.>回虫>N.a.である。 
と，図 4のごとく A.d.は夫婦とも陽性の場合が多く， ③ 二，三の環境指標と鈎虫感染
N.a.はそれに反し夫婦いずれかの陽性例が多い。 肥溜保有・し尿魔熟・作物にし尿施肥・野菜にし尿施
親と子の感染の相互関係では， N.a.は子供の感染が 肥・野菜に洗剤使用の条件を設定して，農家と非農家別
ないので A.d.た、け比較してみたが， 子の陽性率は夫 に A.d.・N.a.回虫の陽性率を検討した。 A.d.と回虫
婦ともに陽性の群に集積している。 の出現型はよく似ている。すなわち肥溜保有・し尿魔熱
。	 50 1∞ ・洗剤使用の効果は認められる。作物施肥・野菜施肥は
陽性率が高い。 N.a.では肥溜保有・し尿魔熱の効がほ
、
、
、
合計
低・中率地区  
高率地区
、
とんど現われていない。洗剤使用とし尿庸熟効果は， 
A.d.でははっきりあらわれている。 A.d.は洗剤不使
用の幼児・学童に高率に出現している。 
⑨ 再感染よりの検討
石毛の成績によると両種鈎虫の再感染率は
乳幼児・学童に高く， N.a.は成人に高い。
A.d.は 
小倉が A.d.優占地区で再感染者を両種鈎虫別に検
討すると， 表 11のごとく男性には N.a.の感染者はな
い。季節別に検討すると， A.d.は感染に二峯性の山が
あり，その型は回虫に似ていた。 N.a.はー峯性で 7月
の高温多湿の時に相当する。
A.d. 
、
4) 考 察
疫学的にみた鈎虫感染様式の研究はよれば，次のよう
N.a. 	 な考察ができる。
第 1:年令分布より考えると， A.d.と N.a.は共に
ii 年令の増加に伴って，感染量が上昇する型を示している。
+ 	 この点から考察すると，両種聞には感染様式に大なる差
ム ロ組の染
，感
虫鈎 せ 異はない。だが A.d.で幼少年層にやや高率である。
地域感染率のイ互い地区では，両種共まず成人に陽性者が図 4. 夫と妻の感染の相互関係
静岡県 16集落 	 現われ，逐次感染率の上昇につれて，他の年令層にも陽 
••• 
••• 
•• •• 
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表 1l. A. d.優占地区における年令別再感染調査
(静岡県 1963)
再 感 染 者 25 名 
A. d. 20名 N.a. 5名
合 9名 ♀ 5名♀ 11名 合 O名 
年 幼 児
 
学 童

ρH、 -・@成 人 .・
••
-・e老 人7.!H 
内
訳
性者が広がる。だが高淫浸地区では両種に差を見ない。
同時に散発発生例における，成人に集積している点をも
併せ考えると， A.d.が経口感染を主道とするならば，
低率地区でも，散発発生例でも，幼少年層の陽性者が，
もっと多くあってもよいのではないか。
第 2: しかし年令分布が同じではなく，年令による累
積陽性率の傾向から， A.d.は N.a.より若年層にやや
陽性者が多いことや，成人対幼少年の感染比率の差異を
も考慮すると， N.a.との感染様式の相異点も認められ
る。
第 3:経口感染だけである回虫と両種鈎虫の年令感染
様式を同一対象でみると， A.d.と回虫は共通性が高
く， N.a.と回虫は共通性が低い。
第 4:職業別検討でも， A.d.，N.a.共に農・非農の
中でも，汚染環境への出入頻度の高い職種に高率で，両
種の感染成立の場の共通性は大きい。農・非農聞に陽性
率の差のない山村の A.d.優占地区の事例をみると，
成人では，むしろ非農に高く，幼少年層で、は農に高かっ
た。非農の成人とは，土木・山労・日雇等土と接触する
職種の者が多い点，およびその子弟は農のそれより低率
である点より考えると， A.d.は経口感染が主道である
とは言いがたく，経皮感染がより強いと考えねばなら
ぬ。
第 5:家族集積の検討から， A.d.は N.a.より集積
性が高く，回虫の家族集積とその傾向が類似している。
家族集積を検討する場合，同一家族は，その体質・食物
・汚染環境等の条件が共通であるので，これをもって直
ちに A.d.経口とは断じがたいが， A.d.と N.a.の
型の相異点、として注目してよい。
第6: し尿処理・洗剤使用との関係から検討すると， 
A.d.と回虫は共にその効果の影響を認める。けれども 
N.a.ではその効果の影響が明瞭に出ない。上記の家族
集積性でみられた点を考え合せると， A.d.は感染がよ
り家族的におこり， N.a.はその感染がやや広域にまた
がっていると考えたい。 A.d.において洗剤不使用群の
幼少年層に高率の感染があったのは， A.d.の経口感染
の存在を推測せしめる成績である。
第 7:汚染環境への接触の点からは， A.d.，N.a.共
にその接触者に感染が集結し，ほとんど差がなく，この
点から A.d.の経皮を重視しなければならないが，こ
の場合手指や塞挨からの経口感染も考えないわけにはゆ
かない。
第 8:再感染からの検討では，幼児・学童における再
感染は， N.a.に比し A.d.にやや高く，また感染の季
節は， N.a.は夏季に， A.d.は春から秋季にみられ， 
N.a.は高温多湿の時期に集積し， A.d.と回虫感染の
山と類似していることは注目に値する。これは経口感染
の存在を示唆している。 
s.d.5. 結 日間
第 1:鈎虫の感染様式に関する研究の結論を述べる。
人体感染実験の結果による両種鈎虫の人体感染能力は
アメリカ鈎虫経口感染能力は微弱であり，ズピニ鈎虫経
皮感染能力はやや強く，アメリカ鈎虫経皮感染能力は強
く，ズピニ鈎虫経口感染能力は非常に強い。
第 2:疫学調査研究の結果では両種鈎虫仔虫の人体感
染様式は，生活状態，生活環境，社会条件などに影響さ
れるものであって，各地域の実情に従って，動態的に決
定されるものである。換言すれば，アメリカ鈎虫におい
ては経皮感染を主道としてはいるが，ズビ、ニ鈎虫につい
ては，少なくともわが国農村の実情からは，経皮感染を
主道としていると考えられる。ただし生活状態などの差
異により，時には経口感染が主道的役割を演じている場
合も存在しうる。
以上実際的見地にたって鈎虫感染様式の研究を試みた
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のであるがわれわれの得た結論は，今日の条件下におい
ては真相解明への接近をさらに近づけたものと考えてよ
い。だがわれわれの前途にさらにきびしい調査研究を必
要とするものでもある。
ただこの種研究を通して感じたことは，公衆衛生学的
目標を目ざしてすすめたわれわれの研究よりも，進か
に，社会生活の変革が鈎虫撲滅に拍車をかけてきた事実
である。それは学問と社会生活の変革の実際問題として
一考を要すべき事実だと思う。
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